
宮沢賢治「旭川」 

 

 
大正 12年 8月 2日 樺太までの旅の途中の汽車の乗り換えの為、朝 4時 55分旭川駅の降り立った宮澤賢治。

小馬車に揺られ 6 条 13 丁目までの往復、わすか 7 時間での滞在であったが、「明るく開けた街が，妹を前年に

亡くし、沈んでいた賢治の心を救ってくれたようです」「旭川に賢治が慰められたことは、町の財産だと思う」

と、旭川と賢治の関わりを紹介した「梯 久美子」氏が当時の心情を推測しています（2020/8/1 北海道新聞朝

刊より） 
 
2003 年、東高の創立 100 周年の記念行事として、賢治の詩「旭川」を刻んだ文学碑が正門横に建てられたそう

です。 
      

また、西高 17 期の絵本作家「あべ弘士」氏も、この詩に着想を得

て絵本を上梓しています。         
軍都ながら明るくモダンな雰囲気を持つ街並み、ポプラ並木や鳥声    
など、賢治が感じた旭川の模様を描いてくれています。 

ぜひ、一度ご覧ください。 


